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３．ワークショップ 

１）第一回ワークショップ 

 

調査地域の地権者を対象に、大型ＭＩＣＥ関連の宿泊施設、宿泊支援施設、さらに住宅

地、工業用地、そして現在の農地に区分し、今後の土地利用意向を尋ね、その際の課題に

ついても意見を求めました。次表に示すような結果であり、以下のように整理されます。

なお、地域区分はアンケートで示した区分（Ａ～Ｆ）と同様です。 

 

①宿泊施設について 

ほとんどの地区で転用を希望する意見があったが、とくにＡ、Ｂ、Ｃ地区で多い。Ａ地

区は具体的に大規模の土地としてまとめ、収益施設として協力する意向もあります。Ｂ,

Ｃ地区では平坦な土地として大型ＭＩＣＥ施設と連なっているので、自転車での交通や

国道 329 号与那原バイパス沿いでの可能性を提案しています。Ｅ地区は大型ＭＩＣＥ施

設からは遠く、宿泊でもより小規模のコンドミニアムの要望がありました。 

 

②宿泊支援施設について 

Ｂ,Ｃ地区での要望が強く、具体的に飲食店、娯楽施設などの提案が多いです。自己で経

営することを想定してコンビニなどの小規模経営の施設を提案するが、他方、土地を取

りまとめて共同で行うとの意見もあります。この地区は道路整備の計画が進み、主要地

方道浦添西原線や近年供用した国道与那原マリンタウン線の沿道利用を考えている意見

がありました。 

 

③住宅、農業について 

すべての地区で住宅の要望があり、そのための細街路などの基盤整備を求めている。農

業を強く求める意見も多少あるが、農業を行っていないか、小規模農地で荒れた土地も

あり、住宅への転用を望んでいる意見が多かったです。 

 

④工業 

Ｆ地区で農地から工業用地への転用を求める意見がありました。 

 

⑤その他 

農地を相続したが農業を行っていない、農地を企業が集約し運営する、などの農業に対

する課題としての意見が多いです。他に住宅を所有し収益施設として活用したい、農転

で工業用地を所有するが工業地区へ移転したい、など望む土地利用と現状のミス・マッ

チを訴える意見もありました。 
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